
8
逼瘍

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）・発行／毎月10目

購

描

馨

　　　騒　　鶏

　　　　難輪糠．

鞭
．
粥

　　　　　　　　　議
　　　　　禰

　　　　　　　　　棄　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壕

　　　　　　　　　螺

騒

蟹

禰
　㎜

㌔

懸

．麟

鰍

叢

議鰻

目齢相b1年」月田目発行

　
h

O
眠

阻
M

口305号□

轟欝総霧総鐙、㈱

蒙鍛鍵欝麓．麓27

撚
　　　灘

　欝
麟 騨” ・一・，騨’

鍵嚢灘麟

＠
轟

簾

鮎

盤

遇

拶　
　
雛

織

醸襲

闘

韓

斐

灘

壽

灘

黎

翻

臼
i

蝿『

懸

義 縫臨蝋

　　　翫轄　　　　　　　　　　　　　転
　　照　鞍占　　　　　　　　　　一

灘

翻

灘

顯

置
颯
、
　
　
　
　
　
　
　
、

甲
…
…
ど
じ
西
保
存
騒
さ
）

　　難
　　　　　鑓．

箴（おさ）を作って30余年
　　　　　　　　　　　　　　　中条上町・樋ロ寅作さん（67歳）

　　灘　　　　襲

溜

．灘

　茎睾　　　　　　　　　蟹

・羅

市政功労で表彰



②）と6』厚夢‘雪

く
　
く
　
く
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く
く
く
ぐ
オ

ノ
　
＞
　
＞
　
＞
　
＞
　
＞
　
＞
　
〉
　
〉
　
　
〉
　
　
〉
　
　
）
　
　
〉
　
　
〉
　
　
〉
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
勢
》
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

　
　
　
　
画

国土庁指定

克雪地域づ《りモデル計

まとまる
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三
月
八
日
現
在
の
積
雪
深
（
林
業

試
験
場
十
日
町
試
験
地
）
は
、
一
材

二
甚
．
厨
で
す
。
昨
冬
と
比
べ
る
と

わ
ず
か
三
分
の
一
で
す
。
今
年
は
比

較
的
す
ご
し
や
す
い
冬
で
す
が
、
本

市
に
と
っ
て
は
、
昨
年
の
よ
う
な
異

常
豪
雪
を
も
克
服
で
き
る
市
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
土
庁
の
指
定
を
受

け
て
、
昨
年
六
月
か
ら
「
克
雪
地
域

づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
調

査
内
容
が
ま
と
ま
り
、
県
を
通
じ
て

国
土
庁
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
報
告
書
の
中
か
ら
「
克
雪
地

域
づ
く
り
の
基
本
方
向
」
を
中
心
に

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

騨

　　　　　　難
　　　　　撫
　　　　聯・・

灘
犠

霧簸

道
路
除
排
雪

　
市
内
を
、
道
路
状
況
、
家
屋
の
集

積
状
況
、
除
排
雪
の
実
態
を
考
慮
し

て
、
次
の
四
地
域
に
区
分
し
、
今
後

の
除
排
雪
体
制
の
基
本
方
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
　
市
街
地
域
で
は

　
大
規
模
な
都
市
改
造
、
市
街
化
計

画
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
市
街
地

の
除
雪
対
策
と
し
て
は
、
本
市
の
地

形
を
有
効
に
利
用
し
た
流
雪
溝
に
よ

る
排
雪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し
、

地
下
水
利
用
に
よ
る
消
雪
方
法
を
加

味
し
た
道
路
の
除
雪
体
制
を
組
み
立

て
る
こ
と
が
、
経
済
的
で
効
率
の
よ

い
除
雪
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
9

　
ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て
融
雪
屋

根
の
奨
励
、
耐
雪
構
造
建
築
物
の
促

進
を
は
か
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

体
と
な
っ
た
総
合
的
な
克
雪
体
制
を

目
ざ
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
ず
。

市
街
地
以
外
の

　
　
　
平
場
地
域
で
は

　
国
道
一
一
七
号
線
、
県
道
中
条
田

川
線
、
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町

津
南
線
の
沿
線
地
区
の
こ
の
地
域
で

（1〉本市の道路除排雪は、基本的には地域の状況に応じて機械除雪と、

　流雪溝及び消雪パイプの効果的な組み合わせで行う。

（2）除雪ステーションや除雪機械の整備を、年次計画で進め、集落を

　結ぶ道路は、全て除雪路線として無雪化をはかる。

（3）人口集中地区を中心とした市街地は、既存の流雪溝を含めた流雪

　溝ネットワークを整備し、効率のよい雪処理をめざし、市街地以

　外においても自然水等を利用した流雪溝を積極的に進める。

（4）市街地の細街路を中心とした除雪のために、小型除雪機械を整備

　し、各町内レベルでの連携のなかで、屋根雪処理も含めた除雪体

　制を確立し、現行の町内委託除雪制度については補助率をあげる。

（5）消雪パイプについては、地下水の枯渇現象を考慮し、基本的に1ま

　既存整備路線の水源確保にとどめ、新規設置はしない。しかし、

　地下水の熱等を利用した閉鎖性の融雪パイプ等については、今後

　の研究とあわせて推進する。

（6）歩道については、秩序ある屋根雪処理とあわせてその除雪、融雪、

　または圧雪を進め、歩行者の安全を確保する。

（7）山間地を中心とした未改良路線については、合理的で安全な除雪

　のためにも積極的に雪崩防止施設等の設置も含めた改良舗装を推

　進する。

（8）山間地については、無雪路線沿いに共同駐車場を整備し、車両交

　通の確保をはかる。

は
、
道
路
改
良
の
促
進
と
機
械
力
の

大
幅
な
増
強
に
よ
っ
．
て
、
市
民
負
担

の
軽
減
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
、
よ

り
効
果
的
な
除
雪
作
業
を
推
進
す
る

た
め
に
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
体

制
強
化
に
合
わ
せ
て
、
路
線
単
位
、

地
区
単
位
に
市
民
の
協
力
組
織
を
確

立
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
な
面
も
推
進

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。　

　
準
山
間
地
域
で
は

　
こ
の
地
域
の
主
要
幹
線
道
路
は
、

完
全
無
雪
化
と
な
っ
て
い
る
た
め
沿

線
に
点
在
す
る
集
落
の
入
口
ま
で
は

車
輔
通
行
可
能
で
あ
る
が
、
集
落
内

の
道
路
は
、
春
先
き
の
雪
割
除
雪
ま

で
の
間
、
車
の
通
行
は
で
き
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
年
々
集
落
内
の
幹
線
道

路
の
無
雪
化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が

全
戸
の
車
庫
ま
で
の
除
雪
は
経
費
的

に
み
て
も
困
難
な
面
が
多
い
。

　
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
機
械
除

雪
の
強
化
を
は
か
る
一
方
、
無
雪
道

路
沿
い
に
共
同
車
庫
や
駐
車
場
を
建

設
し
、
通
勤
車
な
ど
の
確
保
を
は
か

る
方
法
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
　
山
間
地
域
で
は

　
こ
の
地
域
は
、
積
雪
期
間
中
は
車

が
通
れ
な
く
な
っ
て
孤
立
す
る
。

　
冬
期
間
は
、
大
型
雪
上
車
に
よ
る

圧
雪
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
定
期

的
な
路
面
整
備
な
ど

で
歩
き
や
す
く
す

る
よ
う
な
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
常

に
雪
崩
や
転
落
な
ど

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
な
ど
困
難
を
極
め

て
い
る

　
今
後
の
方
向
は
、

雪
崩
防
止
柵
な
ど
防

雪
施
設
の
整
備
を
し

除
雪
可
能
な
道
路
改

良
を
強
力
に
進
め
、

併
せ
て
大
型
雪
上
車

に
よ
る
人
と
物
と
の

運
搬
体
制
を
確
立
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

月
β 9 10 n
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道
路
の
確
保
と
と
も
に
屋
根
雪
の

処
理
は
克
雪
の
た
め
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
。
屋
根
雪
処
理
の
基
本
方
向

は
次
の
と
お
り
で
す
。

融
雪
式
屋
根
の
開
発
推
進

　
屋
根
雪
は
屋
根
上
で
処
理
す
る
こ

と
を
基
本
方
向
と
し
、
雪
お
ろ
し
に

よ
る
肉
体
的
負
担
の
軽
減
と
日
常
生

活
で
の
精
神
的
な
負
担
の
解
清
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
屋
根
雪

が
道
路
上
に
投
下
さ
れ
な
く
な
れ
ば

効
率
的
な
機
械
除
雪
や
効
果
の
あ
る

消
雪
パ
イ
プ
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
阻
害
要
因
が
大
き
く
取
り
除
か

れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
の
よ
う
な
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翔
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　ン1を　　る急を機正　　　の
　タル利　　無面は能確

11．8 14 0
10 12 0
15 0 0
20 0 0
25 0 0
30 5 ◎

12．1 3 0

2 10 0

3 26 0

4 22 0

5 17 0

6 12 0

7 9 O

8 4 0

9 3 0
10 5 0
11 3 0
12 1 0
13 8 1

14 24 7
15 23 郷

交通運輸の障害除去

除雪費の軽減

施設の維持管理費の軽減

施設の過重投資の軽減

　　　　観光開発の推進
資源としての　　スポーッ・レクリェー
利用　　　　　　ションヘσ）活用

　　　　雪ダムの建設
　　　　雪から生まれるイメージを

講潔一［錨欝襯開発

16 56 49 産業振興

雪による
障害の克服

雪の
積極的利用

雪の

17 40 45

18 32 36

19 26 44

20 20 60 総合的研究…総合的研究機関の設置

21 19 80

22 18 96

23 16 棲3

24 21 92

25 35 76

26 30 64

27 23 80

28 20 112

29 17 110

30 13 165

31 10 158

（1）雪による障害の除去

a
． 用地の立体的利用をし、通路や駐車場の確保

b．集合、共同施設の建設で屋根雪処理の合理化

c
．

施設の多目的利用と利用率の向上によって施設の生産性

　の向上を高めると共に、施設の集合、共同による経費の

　節減
（2〉雪の積極的利用

a
．
観 光資源として雪を活用することで、観光産業を振興し

　他産業への波及効果をはかる

b．雪を利用したスポーッ、レクリェーションの振興と施設

　の充実により、従業員の福利厚生と優秀選手の育成によ

　って産業のイメージァップと労働力の確保をはかる。

c
．

雪ダムを建設し、水資源としての活用をはかり、産業用

　水を確保し、除排雪とのシステム化により、水コストの

　低減をはかる。

（3）雪の総合的研究

　雪の研究機関を誘致し、雪を総合的に研究し、雪の克服

　と利用を推進する

11 10 154

2 15 139

3 24 135

4 19 179

5 圭0 202

6 8 232

7 19 242

8 30 235

9 23 242

月
日

L10 ll 12 13 i4 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2．1 2 3 4 5 6 7 8
等
冬

21 19 18 15 18 35 39 44 43 72 83 72 54 45 54 63 86 63 85 102 110 i21 122 152 138 126 129 123 129 132

昨
冬

223 282 310 350 335 344 318 329 332 319 331 346 372 373 350 330 338 336 359 344 366 353 335 340 339 345 341 324 315 333

豪
雪
都
市
で
は
、
融
雪
式
屋
根
の
開

発
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
雪
の
総
合
研
究
機
関
の

　
　
　
　
設
置
推
進

　
現
在
の
融
雪
式
屋
根
な
ど
は
研
究

の
余
地
が
多
分
に
残
さ
れ
て
お
り
、

雪
処
理
全
般
に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
ム

研
究
に
つ
い
て
も
、
そ
の
地
域
に
あ

っ
た
研
究
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
市

内
に
雪
に
関
す
る
総
合
研
究
機
関
の

設
置
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

屋
根
雪
処
理
施
設
整
備
家
屋
に

　
　
補
助
制
度
の
確
立

　
屋
根
雪
の
合
理
的
処
理
の
波
及
効

果
を
考
え
て
、
低
利
な
貸
付
制
度
の

確
立
や
、
さ
ら
に
補
助
制
度
の
導
入

な
ど
を
し
て
、
そ
の
普
及
推
進
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
床
式
家
屋
の
推
進

　
融
雪
式
屋
根
家
屋
の
過
渡
的
な
も

の
と
し
て
、
敷
地
の
有
効
利
用
面
も

考
え
、
高
床
式
二
階
建
及
び
三
階
建

家
屋
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

や
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
も
高
床

化
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
建
ペ
イ
率
な
ど

　
　
　
建
築
基
準
の
改
正

　
敷
地
内
雪
処
理
を
行
う
た
め
豪
雪

地
域
に
合
っ
た
建
ペ
イ
率
、
道
路
幅

員
に
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
小
規
模
住
宅

団
地
の
二
百
平
方
材
以
下
に
つ
い
て

も
、
上
限
を
三
百
平
方
屑
位
ま
で
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

秩
序
あ
る
雪
処
理
体
制
の
確
立

明
る
い
雪
国
都
市
建
設
の
た
め
に

は
、
市
と
市
民
、
市
民
と
市
民
の
間

の
協
力
が
特
に
必
要
で
あ
り
、
一
体

と
な
っ
た
雪
処
理
体
制
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
も
、
町
内
会
や
自
治
会
レ
ベ
ル
で

の
除
雪
対
策
組
識
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

藩
響
期
隼
活
環
境
整
備
の
騰

誼
．
、
、
阻
墓
本
罪
方
向
㌔
、
、
齢
，
［

　
冬
期
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
に

次
の
施
設
整
備
を
本
市
の
重
点
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備

　
子
供
か
ら
老
人
ま
で
の
市
民
が
、

雪
国
の
生
活
を
明
る
く
楽
し
い
も
の

と
し
、
健
康
増
進
や
生
活
の
改
善
を

は
か
る
な
ど
多
目
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
整
備

雪
国
向
き
総
合
体
育
館
の
整
備

　
屋
内
体
育
活
動
の
推
進
の
た
め
に

高
床
式
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
付

総
合
体
育
館
の
整
備

無
線
施
設
の

整
備

　
情
報
を
速
く
正
確

に
処
理
し
生
活
機
能

の
確
保
、
改
善
を
は

か
り
災
害
や
救
急
面

に
も
対
応
で
き
る
無

線
施
設
の
整
備

　
ご
み
焼
却
熱
を
利

用
し
た
温
水
プ
ー
ル

や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
の
整
備

．
一
帆
丁
、
漁

交通運輸の障害除去

除雪費の軽減

施設の維持管理費の軽減

施設の過重投資の軽減

　
服

る
克

よ
の

に
害

雪
障

　　　　　　　　　　　　　　　　観光開発の推進

欝的研究一総合的研究機関の設置

産業振興

（1）雪による障害の除去

a
． 用地の立体的利用をし、通路や駐車場の確保

b．集合、共同施設の建設で屋根雪処理の合理化

c
．

施設の多目的利用と利用率の向上によって施設の生産性

の向上を高めると共に、施設の集合、共同による経費の

節減

（2〉雪の積極的利用

a
．
観 光資源として雪を活用することで、観光産業を振興し

他産業への波及効果をはかる

b．雪を利用したスポーッ、レクリェーションの振興と施設

の充実により、従業員の福利厚生と優秀選手の育成によ

って産業のイメージァップと労働力の確保をはかる。

c
．

雪ダムを建設し、水資源としての活用をはかり、産業用

水を確保し、除排雪とのシステム化により、水コストの

低減をはかる。

（3）雪の総合的研究

雪の研究機関を誘致し、雪を総合的に研究し、雪の克服

と利用を推進する

灘捲の
難較、、
（＋日蒔試験地）
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出
思｛

万円

57年度一般会計予算案

　市議会第／回定例会が3月5日から開催
されており、昭和57年度予算（案）を審議
中です。

　57年度一般会計予算（案）は、前年度対
比4．3％増の102億2，／00万円で、初の100億

円を超える予算となりました。

　国民健康保険、簡易水道、診療所、下水
道の特別会計の合計は53億1，362万円で1．1％

の増となり、一般会計と特別会計の総額は
3．2％増の155億3，462万円となりました。

　57年度予算（案）をお知らせいたします。

億2，100万円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

そ
の
他
　
七
億
七
、
七
九
七
万
周
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

諸
収
入

入
02
市
債

　
　
1

歳
国
県
支
出
金

　　六

　億

　　ヤ
　　六

6、1％

　
　
　
　
　
　
　
　
％

一
億
九
、
七
九
〇
万
円
、
71121．5％25．2％27．9％

∠
o

　
O

へ
蕉

七
　
⑤罎

教
育

産
業

●●

市民1人が
負担する市税

　51，600円

市民1人あたり
使われるお金

　205，100円

道
路

克
雪

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
国
家
予
算
は
、

内
需
中
心
の
景
気
の
維
持
拡
大
を
は

か
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
財
政
再
建

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
に
し
て
、
前
年
度
対
比
六
・
二
％

増
の
四
九
兆
六
八
○
八
億
円
（
一
般

会
計
）
と
低
い
伸
率
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
地
方
財
政
計
画
も
五
・
六

％
増
に
と
ど
ま
り
、
戦
後
二
番
目
の

低
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
予
算
環
境
を

ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
十
日
町
市
の
昭

和
五
十
七
年
度
予
算
案
は
、
総
合
計

画
の
実
現
の
た
め
、
「
道
路
の
整
備
」

　
　
』

「
教
育
施
設
の
充
実
」
　
「
産
業
の
伸

展
」
　
「
克
雪
都
市
づ
く
り
」
を
中
心

に
積
極
的
に
事
業
を
押
し
進
め
る
べ

く
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
百
二

億
二
千
百
万
円
で
前
年
度
対
比
四
・

三
％
増
と
、
地
方
財
政
計
画
を
下
ま

わ
る
低
い
伸
率
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
が
約
二
十
五

億
七
千
万
円
（
八
・
九
％
増
）
、
地

方
交
付
税
は
二
十
八
億
五
千
万
円

（
十
・
○
％
増
）
と
な
り
、
前
年
度

同
様
に
伸
率
、
金
額
と
も
に
市
税
を

上
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
税
の
固
定
資

産
税
に
お
い
て
、
税
率
改
正
に
よ
っ

て
約
千
二
百
万
円
の
減
税
が
見
込
ま

れ
ま
す
．
国
庫
支
出
金
は
約
十
五
億

六
千
六
百
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
一

億
三
千
万
円
と
大
幅
な
減
少
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
原
因
は
、
学
校
施

設
整
備
の
予
定
校
は
増
え
た
も
の
の

比
較
的
小
規
模
校
の
た
め
、
補
助
金

に
し
て
約
二
千
七
百
五
十
万
円
が
減

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
県
支
出
金
は
、

約
六
億
三
千
万
円
で
三
十
・
七
％
と

大
幅
に
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
は
五
十

六
年
度
に
発
生
し
た
農
林
災
害
の
復

旧
費
が
大
き
な
原
因
で
す
。
市
債
は

三
・
九
％
増
の
約
十
一
億
九
千
八
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
二
十
・
九

％
増
の
約
一
億
八
千
九
百
万
円
で
、

増
の
原
因
は
、
い
ず
み
保
育
園
が
へ

き
地
か
ら
常
設
に
変
更
さ
れ
た
た
め

で
す
。

　
寄
付
金
で
は
、
年
次
計
画
で
融
消

雪
施
設
工
事
の
地
元
負
担
を
引
き
さ

げ
て
お
り
、
五
十
七
年
度
も
一
％
減

（
二
十
二
％
↓
二
十
一
％
）
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
流
雪
溝
整
備
計
画

事
業
で
は
、
都
市
計
画
税
徴
収
区
域

に
つ
い
て
地
元
負
担
を
ゼ
ロ
と
し
ま

し
た
。

一
國
圓
圃
圃
國
閣
圏
圏
團

　
歳
出
で
は
、
物
件
費
を
中
心
に
消

費
的
経
費
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
補
助

金
見
直
し
委
員
会
の
答
申
の
主
旨
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
投
資
的
事
業
に

振
り
む
け
ら
れ
る
か
を
最
大
の
目
途

と
し
た
結
果
、
約
三
十
一
億
二
千
四

百
万
円
（
予
算
全
体
の
三
十
・
六
％
）

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
投
資
的
事
業
の
主
な
も
の
は

　
総
務
費
で
は
、
旭
ケ
丘
団
地
に
建

設
さ
れ
る
集
会
施
設
に
四
百
五
十
五

万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
、
中
条
保
育
園
の
新

設
補
助
金
と
し
て
千
万
円
．
鐙
島
保

育
所
は
改
築
工
事
完
成
に
伴
う
。
フ
ー

ル
の
建
設
・
前
庭
の
整
備
等
で
六
百

七
十
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
冬
期
間
の
へ
き
地

医
療
体
制
強
化
の
た
め
、
患
者
輸
送

雪
上
車
の
購
入
費
八
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
（
東
下
組
地
区
を
予
定
）

ま
た
、
下
水
溝
改
良
工
事
補
助
と
し

て
四
百
五
十
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
の
基

本
的
条
件
整
備
の
た
め
に
は
ま
ず
圃

場
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
苗
場
下
段

地
区
の
県
営
圃
場
整
備
補
助
金
千
四

百
六
十
万
円
を
は
じ
め
、
中
条
、
下

条
地
区
の
団
体
営
圃
場
整
備
調
査
費

五
百
万
円
、
市
単
土
地
改
良
事
業
二

千
三
百
万
円
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
は
、
も
う
一

年
全
計
調
査
継
続
と
し
て
九
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
．
林
業
で
は
、
最
終

年
度
を
迎
え
た
第
二
次
林
業
構
造
改

善
事
業
に
約
九
千
二
百
万
円
、
森
林

公
園
造
成
二
千
万
円
な
ど
を
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
三
十
三
・
一
％
増
と

な
り
、
こ
れ
は
地
場
産
業
振
興
セ
ン



昭和57年3月10日とおガ夢3（5）

歳出
　102億2，100万円教

育
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
そ
の
他
　
七
億
八
、
三
九
四
万
円
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

葬
四
億
七
、
§
圏
鰯

　
　
　
衛
生
費
六
億
七
・
囹
賜

総
務
費
七
億
六
、
三
圏
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
公
債
費
　
八
億
二
、
Q
穴
七
万
円
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
商
工
費
　
八
億
七
、
三
九
九
万
円
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

民
生
費
　
　

醐
．
八
億
六
幽
五
万
円
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
騨
＝
億
四
、
九
六
九
万
円
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飢

土
木
費
　
　
騨
九
億
四
、
O
醐
二
万
円
　
コ

這

灘続雪溝ネットワーク整備タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
骸

鞭
轟
購
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
撒
戦

　
　
　
　
　
　
　
，
　
式ビ燭遣

予算の主な使いみち
　　　　　　　　（単位万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，550
施設補助事業（旭ケ丘）………………D・・…455
施設工事……………………・………・……・…800
少年交流補助金…………一…9………一…120

園新設補助金…・・……………・……………1，000

センター管理委託ほか一一…………・…1，293

共同作業所委託…………一・…・……………200

者輸送用雪上車（東下組地区）……………800
産業費
定住促進対策事業補助金（神明公園含）…3，763
再編対策市奨励事業補助金………………1，000
センター（2ヵ所）………………・一・……863
団地農道整備事業調査負担金………………583
改良事業補助金一・……………9・…・一…2，300
整備事業補助金…一・…………9…………1，460
造成事業………・……・…D…・…・…………・2，000

業構造改善事業……一……一・…………9．203

　　700

25，131

1，200

　　850

5．000

伝事業補助金……一……
振興センター建設補助金・
委託料………・・………・9…

委託料……一一……・・…
化事業預託金……………・

00
21

00
紡
7
2
0
0
3
1
0
0
0

0
0
5
0
0
0
0
0

0
　
6
6

5
2
0
4
8
8
2
0
0
5
6
1
0
　
8

3
3
3
9
8
9
9
4
6
6
7
3
4

　
　
　
2
　
2
　
　
　
1

整備事業…………・・……・…・一

舗装（大黒沢新宮線、塚原線）
原材料………・’………9…●9……

（高山太子堂線用地費2，808含）

事（公共2路線ほか5路線）・・

橋）…………・・……・……・……

（4路線）・…・……………・一・

備事業（5路線）…………・…・
（総合公園、上原）……一・…
事負担金………・9………曹…一

設移設・

・14，814

　　4，966

・25，719

・19，369

・14，526

　　　760
・23，816

・13，918

298，300

　2，030
　　　627

舎・屋体増改築……・
増改築………………・
増改築……………●…
（継続）・屋体増改築・

増改築…………●……
ル建設事業…………・

造成事業…………一

1，000

2，149

）

水新設一

事業総額………D……・…・・

組合（十日町市分）
設（10ヵ所）……………・
車……・…………・・……・…

組合
溜槽側面マンホール取付・

曝気槽補修………一……

費
託
会
全
青
費
育
祉
費
生
患
水
域
開
発
農
地
場
園
林
費
宣
業
り
会
代
費
帳
種
装
良
装
工
費
2
修
業
整
業
工
費
新
費
小
屋
校
校
校
プ
球
会
水
区
道
水
事
槽
ン
施
備
及

雛
駿
醒
籍
罐
難
鷺
畔
難
鶴
鍛
麗
雛
報
響
讃
離
騨
雪
船
嚇
講
羅
雑
汕
齢
舞
斬
購
離
辞
蝶
罐
議

●
電
地
交
コ
●
中
老
●
精
へ
●
農
水
集
広
市
県
森
第
●
誕
地
雪
観
商
●
道
特
市
道
道
消
除
橋
河
街
流
公
国
●
消
●
名
野
吉
下
中
野
笹
●
（
六
（
公
●
防
消
●
第
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
体
舎
舎
舎
一
場
計
道
簡
）
道
務
新
プ
設
貯
び

タ
ー
建
設
補
助
金
が
約
二
億
五
千
百

万
円
、
商
業
近
代
化
事
業
預
託
金
と

し
て
新
規
に
五
千
万
円
が
計
上
さ
れ

た
た
め
で
す
。
ま
た
、
織
物
産
業
に

活
路
を
ひ
ら
く
た
め
誕
生
色
宣
伝
事

業
に
七
百
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
土
木
費
で
は
、
道
路
で
一
線
集
中

主
義
で
改
良
・
舗
装
を
進
め
る
方
針

を
堅
持
し
、
約
六
億
四
千
四
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
街
路
事
業
で
は

六
千
九
百
万
円
、
都
市
公
園
事
業
と

し
て
は
十
目
町
総
合
公
園
の
用
地
買

収
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
し
て

雪
害
か
ら
身
を
ま
も
り
、
こ
れ
を
克

服
す
る
こ
と
が
市
民
こ
ぞ
っ
て
の
願

い
で
あ
る
た
め
、
重
点
施
策
で
あ

る
雪
害
対
策
経
費
に
は
、
消
雪
パ

イ
プ
布
設
七
路
線
、
流
雪
溝
整
備
事

業
五
ヵ
所
、
防
雪
施
設
、
除
雪
ド
ー

ザ
ー
な
ど
約
二
億
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
中
で
も
流
雪
溝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
た
め
市
街
地
の
流
雪
溝
を

整
備
す
る
か
た
わ
ら
、
流
雪
溝
整
備

基
本
計
画
に
基
づ
い
た
実
施
調
査
費

　
　
　
／
特
／
／
別
／

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
予
算

総
額
十
九
億
九
千
三
百
三
十
四
万
円

で
六
・
五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
助

産
、
葬
祭
費
の
引
き
上
げ
、
医
療
費

改
訂
の
通
年
化
等
か
ら
、
保
険
料
は

十
二
・
八
％
増
の
七
億
千
三
百
四
十

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
一
世
帯
当

た
り
十
万
七
千
八
百
十
四
円
、
一
人

当
た
り
三
万
二
千
九
百
五
十
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
診
療
所
特
別
会
計
は
、
二
千
三
百

六
万
円
（
一
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

と
し
て
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
構
成
比
二
十
一
％
と

ト
ッ
プ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
．
学

校
施
設
の
整
備
で
は
、
下
条
中
、
名

ケ
山
小
、
中
条
中
、
吉
田
中
、
野
中

小
の
五
校
・
六
事
業
で
約
七
億
九
千

八
百
万
円
の
事
業
費
で
す
．
ま
た
、

野
中
小
プ
ー
ル
建
設
、
南
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
で
約
千
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
社
会
教
育
費
で
は
、
中

条
笹
山
に
本
格
的
な
ス
タ
ン
ド
付
公

認
野
球
場
（
約
五
千
四
百
人
収
容
）

建
設
を
二
億
三
千
八
百
万
円
で
計
画

し
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
費
は
、
二
百
八
十
％
増

と
な
り
、
五
六
豪
雪
に
よ
る
融
雪
災

や
台
風
十
五
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧

に
要
す
る
も
の
が
主
な
原
因
で
す
。

　
公
債
費
で
は
、
八
億
二
千
万
円
、

構
成
比
で
八
％
を
占
め
、
現
時
点
で

は
事
業
が
山
積
す
る
な
か
で
も
、
財

政
の
硬
直
化
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な

い
よ
う
長
期
的
な
財
政
計
画
が
必
要

に
な
っ会

／
計
／

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
引
き
続
き

六
箇
地
区
簡
水
（
麻
畑
、
山
谷
、
中

村
地
域
）
を
施
行
し
、
予
算
総
規
模

は
三
億
千
四
百
二
十
一
万
円
（
十
・

四
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
は
、
総
額
で
一
％
減

の
二
十
九
億
八
千
三
百
万
円
と
な
り
、

五
十
八
年
度
供
用
開
始
に
む
け
た
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
第
二
期
計

画
を
一
年
繰
上
げ
て
五
十
八
年
度
か

ら
管
渠
工
事
に
着
手
す
る
べ
く
、
そ

の
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
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　昭和55年度国民健康保険医療費の状況をお知らせし

ます。国保の制度では、被保険者のみなさんが、保険

料というかたちでお金をだしあい、それに国と県が出

す補助金と市の一般会計からの繰入金を加えて、もし

万一の病気や自損事故で治療を受ける際の費用の7割

を支払いますが、その医療費の給付、療養費、高額療

養費、出産の際の助産費、死亡されたときの葬祭費が

支給されます。

（1）療養諸費費用額負担区分 （単位：万円）

件　数 費用額 保険者
負担分

一　部
負担金

他法負担分
他法優 国保優先

療養の給付 120，101 195，017 136，373 4，361 200 14，827

療　養　費 3，522 1，918 1，342 439 0 136

計 123，623 196，935 137，715 44，057 200 14，963

（3）1件当たり診療費用額推移 （単位：円）

年度 入　　院
計

入院外 歯　　科
金　　額 伸　　率

51 171，590 5，407 6，713 10，603 9．2％

52 194，965 5，961 7，457 11，942 12．6％

53 225，659 6，839 8，849 14，013 17．3％

54 237，193 7，390 8，954 15，291 9．1％

55 263，028 7，663 9，893 16，795 9．8％

（5）助産費・葬祭費支給状況 （単位：万円）

助　　　産　　　費 葬　　　祭　　　費
件数 1人支給額 総支給額 件数 1人支給額 総支給額

51 228 4 912 222 1．5 333

52 246 4～9月　4
10～3月　6

1，194 208 4～9月　1．5
10～3月　2

369

53 242 6 1，452 200 2 400

54 182 4～11月　6
12～3月　8

1，208 193 4～11月　2
12～3月　3

459

55 201 8 1，608 221 3 663

、）ノ日口4℃HJU一トー』rr7切￥

被保険者1人当たり医療費
㌣ 」　月ノVノ ．LJ　　J

忽
10 （年齢階層別） 10．4
万
円

6．3 6．2

5
万

4．5

円 3．0

2．2 2．3
2．9

／

z

須

0～9歳 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳
以上

平均

（6〉昭和56年上半期（4～9月）の 19．9

ぱさけい　ラ　　　うめぽしいだ　　インスタントラ　メン　さつきあげ　　ぢくわ

．蛾、，漁』糞，遡∴夢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、憧9

（2）療養の給付（診療費）内訳

件　数 日　数 費用（万円〉 受診率 1件当たり
費用　　（円）

1人当たり
費用　（円）

入　院 3，891 72，524 102，344 17．7％ 263，028 46，673

入院外 92，141 178，469 70，608 420．2％ 7，663 32，200

歯　科 16，909 56，538 16，728 77．1％ 9，893 7，629

計 112，941 307，531 189，680 515．0％ 16，795 86，501

（4）高額療養費負担区分別推移 （単位：万円）

年度 件数 費用額
保険者
負担金

高　　額

療養費
一　部
負担金

他法負担金
他法優先 国保優先

51 2，021 48，955 34，256 7，775 3，107 19 3，798

52 2，107 58，597 41，001 9，353 3，270 24 4，949

53 2，457 76，743 53，704 13，429 4，094 24 5，493

54 2，622 84，523 59，154 15，126 4，589 17 5，637

55 2，762 98，885 69，216 18，892 4，901 4 5，871

（7）昭和56年5月診療分・病名別受診状況
疾　　　　　病　　　　　名 件　数 日　数 費用額（千円）

感染症及び寄生虫病（結核・下痢等） 196 636 3，800

新　　　生　　　物　　（良性腫瘍・癌等） 109 602 17，630

（甲状腺中毒症・糖尿病等） 151 497 3，140

精　神　障　害　　（精神分裂・うつ病等） 135 1，042 6，196

神経系・感覚器の疾患（中耳炎・神経痛等） 835 1，713 5，105

循環系の疾患（高血圧・リウマチ・心疾患等） 2，638 6，751 45，834

呼吸系の疾患（肺炎・喘息・気管支炎等） 1，746 3，449 18，392

消化系の疾患（胃炎・胃十二指腸潰瘍等） 452 1，344 14，568

泌　尿　生　殖　系　の　疾　患（腎炎等） 245 849 12β92

皮膚・皮下組識の疾患（湿疹皮膚炎等） 485 916 3，541

（関節炎・リウマチ・腰痛等） 731 2，111 11，783

損　傷・中　毒（骨折、裂傷・挫傷等） 256 832 4，227

診　断　不　明　確　　・　そ　の　他 215 500 2，763

歯　　　　　科　　　　　疾　　　　　患 1，481 ．3，668 15，533

合　　　　　　　　　計 9，675 24，910 164，909

　ぶ　ロド　を　コンビ　フじ

拶（捌蕊騰
ブ0セスチース　フレスハム
（三角包1個）　　（うす勢2枚）O，8g

o’58畠　⑰1劃
麓　トマト・ジユ㎝ス　　さけ水煮かん詰め
　（200cc），．28　　　（1もかん）0・59

　　　　　　　　ぎi
　　　滅塩しようゆ
　　　（大さじ4杯擁、4gマヨネーズ

鰹猶副溺
蹴・6ゆ

　
正
し
い
食
生
活
は
健
康
づ
く
り
の
き
め
て
の
ひ
と
つ
で
す
。
各
家
庭

に
は
今
ま
で
の
食
生
活
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
度
に
切
り
換
え
る
こ
と
は

抵
抗
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
食
生
活
改
善
の
た
め
に
、
徐
々
に
正
し
い
食

習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
い
っ
ぺ
ん
に
食
塩
を
減
ら
そ
う
と
せ
ず
、
段
階
的
に
徐
々
に
へ
ら
し

て
行
き
、
そ
の
味
に
慣
れ
た
段
階
で
つ
ぎ
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
よ
う
に

し
て
、
子
供
の
う
ち
か
ら
薄
味
に
慣
れ
る
こ
と
で
す
。

　
生
理
学
的
に
は
、
一
日
ニ
グ
ラ
ム
程
度
の
食
塩
が
良
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
五
十
四
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
日
本
人
の
平
均
摂
取
量
は

十
三
・
一
グ
ラ
ム
で
す
。
十
グ
ラ
ム
以
下
に
し
た
い
も
の
で
す
。

食
生
活
改
善
で
成
人
病
予
防

57年3月分から
助産費・葬祭費

　支給額を改正

●
助
産
費

　
　
八
万
円
↓
十
万
円

●
葬
祭
費
　
　
　
　
、

　
　
三
万
円
↓
四
万
円

（
三
月
一
臼
以
降
の
出
産
ま
た
は
死
亡
か
ら
〉



昭和57年3月10日と7おガ詐3G吟

／
精
神
衛
生
相
談
の
お
知
ら
せ
／

●
期
日

●
時
間

●
場
所

三
月
二
十
五
日
困

午
後
一
時
半
～
三
時

保
健
セ
ン
タ
ー

★
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
気
に
な
る

か
た
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
っ

　
o
急
に
友
達
づ
き
あ
い
が
で
き
な

　
　
く
な
っ
た
。

　
o
何
も
し
た
く
な
く
す
べ
て
煩
し

　
　
い
。

　
○
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い

　
○
一
人
ご
と
を
い
う
。
一
人
笑
い

　
を
す
る
。

o
学
校
に
行
く
の
が
急
に
い
や
に

な
る
。

○
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
。

○
酒
び
た
り
で
仕
事
を
し
な
い
。

　
　
相
談
は
無
料
で
す
。

代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
）

／
大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
／

　
筋
肉
内
注
射
を
受
け
た
人
で
大
腿

部
に
皮
膚
の
へ
こ
み
や
皮
下
に
し
こ

り
が
あ
り
膝
が
十
分
に
曲
が
ら
な
い

よ
く
し
ゃ
が
め
な
い
、
ま
た
は
肩
の

動
き
が
悪
い
人
な
ど
を
対
象
に
し
た

検
査
で
す
．
　
（
交
通
事
故
・
先
天
性

股
関
節
脱
臼
の
人
は
除
く
）

○
日
時
　
三
月
二
十
七
日
出
　
正
午

　
か
ら
午
後
二
時

○
会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

○
申
込
み
は
、
市
保
健
衛
生
課
保
健

衛
生
係
へ

を大切にしましょう

かがたま噸で硬くなり叢，ず1

を塞ぎ、きこえが悪くなるこ

ります。又素人ではとりに・

ますので常にきれいにしてオ

ゆ　　）　　dら　　ノ　o

耳あがをとるときピ財止めなど使わ

ないことです。清潔な耳かき、綿棒

などをもちいましょう。

か巷を引いているとき強く鼻をかむ

と中耳炎になることがありますから

片1方づつ軽くカ・むようにしましょう。

かぜにより急性中耳炎をおこすこと

があ鍵ます。特に乳幼兇の場合耳だ

れが出るまで気づかぬことがありま

すので発熱と共に痛みのある場合は

黒貝に耳鼻科の診察を受けましょう。

　　　〈3月3臼は耳の臼〉一

第3回出稼農業者東京集会
な
ど
の
声
を
テ
ー
フ
に
集
録
し
た
も

の
）
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

　
二
月
二
十
一
日
、
東

京
は
上
野
の
弥
生
会
館

に
お
い
て
「
第
三
回
出

稼
農
業
者
東
京
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
郷
土
か
ら
は
、
池
田

助
役
、
樋
口
農
協
組
合

長
や
県
関
係
者
な
ど
十

三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
の
共
催
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
昨
年
よ
り
多
い

参
加
者
（
五
十
八
名
）

が
、
郷
土
か
ら
の
声
の

た
よ
り
（
こ
ど
も
、
妻

　
　
O

し
た
。

　
遅
い
人
は
、
五
月
こ
ろ
ま
で
働
い

て
帰
郷
す
る
人
も
い
ま
す
．
安
全
就

労
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
こ
の
集
会
は

意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

冠
婚
葬
祭
の

　
　
簡
素
化
へ
第

　
年
々
派
手
に
な
っ
て
ゆ
く
地
域
の

冠
婚
葬
祭
を
地
域
全
体
で
見
直
し
、

簡
素
化
を
し
よ
う
と
、
下
条
地
区

（
九
百
七
十
八
世
帯
）
で
は
、
簡
素

化
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決
め
、
こ
の

四
月
か
ら
各
家
庭
で
“
決
ま
り
を
守

っ
て
心
の
こ
も
っ
た
付
き
合
い
を
し

ま
し
ょ
う
”
を
合
い
言
葉
に
簡
素
化

昭和57年度冠婚葬祭簡素化申し合せ事項
　　決まりを守って心のこもった付き合いをしましょう

圃
歩

の
実
践
に
第
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
す
。

　
三
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
下
条
地
区

公
民
館
主
催
の
世
代
交
流
集
会
の
中

で
端
を
発
し
た
こ
の
簡
素
化
へ
の
動

き
は
、
度
重
な
る
話
し
合
い
の
中
で

地
域
住
民
全
体
の
共
通
の
認
識
の
上

に
成
り
た
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
後

の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

項　　　目 包　　　金 そ　　　の　　　他

結婚披露宴 10，000円以内

●末広、祝酒は廃止する。

●引出物（記念品）は、3，000円
程度とする，，

●お色直しは一回が望ましい。

3　日　の祝 3，000円以内

33　回　忌 7，000円以内 ●葬儀に準じて行なう。

葬　　　　儀 79000円以内

●野菜、斎米、線香、ローソク
　は廃止する。

●礼状、お返しはしない。

●花輪は自粛する。

出産見舞
病気見舞

1，000円以内 ●お返しはしない。

お　念　　仏 ●部落の定めによる。

上　棟　式
59000円以内

酒　1本
●お手伝いに行かない人。

◎この取り決めは、近親者でな

　く一般（近所等）を対象とする。

◎部落内に細かな定めがある場

　合は、これにこだわらない。

◎この取り決めは、毎年4月確
　認する。

▲』』ムー却』““湖一“卜一‘の““一嘉の』紬鵡廟」

仁
崔
仁
凄
≧
仁
仁
仁
仁
仁
蓄
仁
妻
仁
仁
≧
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁
蓄
≧
継

竃夢繧恥

（
ー
ス
　
シ
3
ズ
轡

カ
ラ
ロ
の
お
嬢
ε
ん

　
　
職

鑑

“
、
三
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
の
お
嬢
さ

貼紬
ん
は
、
三
十
五
年
三
月
生
ま
れ
の
高

鵡
橋
政
子
さ
ん
で
す
。

結
高
橋
さ
ん
の
誕
生
色
は
「
ゆ
め
よ

払融
い
ざ
く
ら
（
夢
賓
桜
）
」
。
淡
く
や

払
さ
し
く
春
を
告
げ
る
出
桜
の
可
憐
な

募
塾
紅
雀
享
・

““
　
高
橋
さ
ん
は
、
現
在
、
信
胴
紐
合

鵡
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。
お
客
様
の
預
金

“簾
讐
塁
や
入
金
を
．
ン
ピ
7

“
タ
ー
に
打
ち
込
鞭
仕
事
で
す
。

鵡
好
き
な
色
は
、
ワ
イ
募
ラ
ー
と

麟継
欝
系
統
の
色
。
原
色
は
全
く
駄
目
で

藁
洋
服
蜷
一
藩
も
持
っ
て
い
な
い
と
か
。

砧
　
好
き
な
色
に
よ
っ
て
性
格
の
わ
か

革露
灘
ラ
ー
㌫
い
に
よ
る
と
、
ワ
イ
ン

紬
色
の
好
き
癒
人
は
「
何
事
も
平
凡
を

嘉
ら
矯
高
い
プ
ラ
鵡
毒
ぞ

砧“
撚
《
、
身
の
こ
な
し
や
会
話
に
、
工

繕
、
琵
戴
ン
ス
を
感
勉
さ
せ
る
人
」
と
あ

欝
縛
馨
慧
突
は
恵
っ
た

鵡結
こ
と
韓
何
で
も
や
ろ
う
と
い
う
行
動

鉢
派
タ
イ
プ
・
と
き
ど
き
、
せ
っ
か
ち

薩
と
こ
姦
　
婆
霧

　　3月生まれ
ゆめよいざくら（夢宥桜）

　PAしE　PINK
高橋政子さん（稲荷町西）

『7一》，一マーりP一甲一▼F

神
を
失
い
失
敗
す
る
恐
れ
が
あ
る
」

と
あ
り
ま
す
。

　
高
橋
さ
ん
は
カ
ラ
ー
占
い
の
通
り

め
て
い
て
、
高
校
三
年
の
期
末
試
験

相
当
な
行
動
派
。
十
八
歳
に
な
っ
た
絆

ら
絶
対
運
転
免
許
を
と
る
の
だ
と
決
評

押轡w胃w響w官マー｝一官脚官鳶w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

が
終
っ
た
翌
臼
か
ら
教
習
所
ぞ
個
人
轡

教
授
を
受
け
て
、
三
月
八
日
の
ち
ょ
W

う
ど
満
十
八
歳
の
誕
生
日
に
試
験
を
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

受
け
た
と
か
。
今
年
の
二
十
二
歳
の
嘗

誕
生
臼
に
は
、
東
京
ま
で
新
し
い
車
脊

を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
友
達
の
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冑

彼
が
膚
動
車
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
官

社
員
価
格
で
二
割
も
安
く
買
え
る
か
W

ら
重
の
色
響
イ
諺
多
享
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實

、
音
楽
も
大
姓
き
。
フ
ォ
ー
ク
は
さ
府

だ
ま
さ
し
、
ジ
ャ
ズ
は
出
下
洋
輔
の
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

大
フ
ァ
ン
で
、
身
で
は
鎧
流
2

お
琴
を
習
っ
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
官

　
雪
国
の
人
の
も
つ
し
と
や
か
さ
と
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

現
代
っ
子
の
も
つ
行
動
力
を
兼
ね
そ
押

な
え
、
振
η
袖
と
ジ
ー
ン
ズ
の
爾
方
が
鮮

似合う

パ
↓
婁
誘
お
警
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

で
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
騨

嵜
斗
4
斗
斗
4
斗
斗
」
「
イ
ー
4
」
マ
4
4
斗
斗
斗
⇒
4
4
斗
⇒
斗
4
』
『
く
斗
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万｝の事故に備え、農業従事者も

一
』

　
農
作
業
の
機
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
農
作
業
中
の
事
故
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
機
械
の
大
型
化
に
伴
っ
て
、
危
険
の
度
合
い
も
増
し
て
い
ま

す
。
市
農
業
委
員
会
の
調
査
で
は
、
農
業
機
械
に
よ
る
作
業
事
故
は
昭
和

五
十
五
・
五
十
六
の
ニ
カ
年
で
、
入
院
九
人
、
通
院
四
十
四
人
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
市
農
協
の
協
力
を
得
て
、
努
災
保
険
の
驚
別
加

厭　
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
農
作
業
中
に
生
じ
た
災
害
を
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
す
る
た
め
に
栗
年
度
も
甚
非
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
な
お
、
加
入
申
し
込
み
用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
後
日
、
農
事
連
絡

員
さ
ん
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
特
別
加
入
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

労
災
保
険
に

　
　
　
特
別
加
入

　
工
場
な
ど
で
働
く
人
達
が
仕
事
中

に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
法
）
に

よ
っ
て
事
故
の
程
度
に
応
じ
、
い
ろ

い
ろ
な
補
償
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
昭
和
四
十
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
労
災
保
険
に

加
入
資
格

　
加
入
資
格
は
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
指
定
さ
れ
た
農
業
機
械
を
使
用

し
て
農
作
業
に
従
事
す
る
人
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
（
農
業
機
械

の
詳
細
は
チ
ラ
シ
参
照
）

　
た
だ
し
、
栽
培
組
合
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
途
（
一
般
）

加
入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
組
合
の
ほ
う
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

　
補
償
内
容

左
表
の
と
お
り
で
す
。

補
償
範
囲

　
指
定
さ
れ
た
農
業
機
械
を
使
い
、

土
地
の
耕
作
、
開
墾
、
植
物
の
栽
培

も
し
く
は
採
取
作
業
、
圃
場
や
圃
場

の
作
業
場
に
お
い
て
行
う
作
業
に
限

定
し
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

し
尿
汲
取
り
料
金
改
定

　
し
尿
汲
取
り
料
金
が
、
五
十
七
年

凶
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
改
定

さ
れ
蜜
す
。

　
し
尿
汲
取
り
料
金
は
、
現
在
、
十
リ

ッ
ト
ル
あ
た
り
三
十
九
円
で
す
が
、

物
価
や
諸
経
費
の
上
昇
、
人
件
費
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
料

金
を
改
定
す
る
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど

開
か
れ
た
十
臼
町
市
川
西
町
衛
生
施

～
衛
生
施
設
組
合
5

設
組
合
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
汲
取
り
業
務
の
円
滑
化
と

業
者
の
責
任
体
制
の
確
立
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
と
め
て
ま
い
塑
裟
す

の
で
、
．
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
汲
取
り
料
金

　
　
十
リ
ッ
ト
ル
当
り

　
　
四
十
三
円
（
現
在
三
十
九
円
）

保
険
の
期
間

　
保
険
の
年
度
は
、
四
月
一
目
か
ら

翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

契
約
で
す
。
年
度
の
途
中
加
入
も
で

き
ま
す
が
、
保
険
料
は
一
年
分
支
払

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
手
続

後
目
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
農
業
委
員

会
と
市
農
協
が
加
入
手
続
き
の
窓
口

に
な
り
ま
す
。

保
険
料
（
掛
金
）

　
国
が
定
め
て
い
る
給
付
基
礎
日
額

の
範
囲
（
二
千
五
百
円
～
一
万
六
千

円
）
で
加
入
者
が
選
ん
で
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

容内償補

　　　　内　　　　　　　容

病院などでかかった医療費、添い看護料、マ
ッサージ料、通院費など必要と認めた治療費
用とし、保険料によっての差はない

療養のため仕事を休んだ4日目から支給され
る。1日当たり支給額　　　　　　　　　．

探難麟綴鶴％｝曼

治療を始めて1年半たっても治らず、仕事が
できない人は休業補償のかわりに年金が支給
される。障害の程度により給付基礎日額は1
級は313日分、2級は277目分、3級は245目分

類種

療養補償給付

休業補償給付

傷病補償年金

（長期の休業）

1級114万円、2級107万円、3級100万円
傷病特別支給金
　（一時金〉

1ナ

カニ

病
　
気

障害の重い1級から7級まで支

給される。1級は給付基礎目額

の313目分、7級は131日分

金年

障害の8級から14級まで支給さ

れる。8級は給付基礎日額の、

503日分、14級は56日分
一時金

一時金で加算される。

1級は342万円、14級は8万円
特別支給金

障害補償給付

後
　
　
遺
　
　
症

扶養されていた遺族に対して遺
族の数に応じて支給される。

1人の場合は、給付基礎年額の

153日分、5人以上の場合245日分

金年

扶養されていなかった遺族のみ

の場合は給付基礎日額の1，000

日分
一時金

一時金で300万円特別支給金

①定額で18万5千円と給付基礎
　日額の30目分
②給付基礎日額の60日分
　のいずれか高い額

葬祭料

遺族補償給付

（遺族の保護）

死

亡

【例】

給付基礎目額　給付基礎年額　保険料（年間）

　3，000円　　　1，095，000円　　　　6，570円

　5，000円　　　1，825，000円　　　10，950円

　7，000円　　　2，555，000円　　　15，330円

　
※
　
給
付
基
礎
日
額
と
は
、
災
害

が
あ
っ
た
時
、
受
け
る
給
付
額
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
労
働
者
は

給
料
の
額
で
決
ま
り
ま
す
が
、
農
業

者
の
場
合
は
決
め
ら
れ
た
賃
金
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
制
度
で
は
加

入
者
か
ら
自
由
に
日
額
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
農
業

委
員
会
（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
六
一
）
か
市
農
協
企
画
管
理
課
（
雪

七
－
一
五
七
一
番
内
線
一
七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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川
治
川
右
岸
か
ら
水
沢
川
左
岸
ま

で
の
水
田
地
帯
の
う
ち
、
三
百
五
十

七
診
を
受
益
地
と
す
る
「
県
営
圃
場

整
備
事
業
」
　
（
県
圃
）
の
施
行
申
請

が
、
こ
の
ほ
ど
十
日
町
農
地
事
務
所

に
提
出
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
圃
場
整

備
が
県
営
事
業
と
し
て
今
春
か
ら
着

工
出
来
る
条
件
が
整
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
に
お
け
る
圃
場
整
備
は
、

大
正
年
間
の
太
田
島
地
区
の
耕
地
整

理
と
、
近
年
で
は
昭
和
四
十
年
代
の

構
造
改
善
事
業
で
吉
田
北
部
地
区
や

細
尾
、
中
在
家
地
区
、
団
体
営
規
模

（
十
診
以
上
）
で
は
伊
達
西
部
、
鐙

坂
地
区
の
ニ
ヵ
所
、
県
単
事
業
（
三

診
以
上
）
で
は
馬
場
地
区
外
九
地
区

と
少
な
く
近
隣
町
村
に
比
べ
大
き
く

遅
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
苗
場
下
段
の

県
圃
を
一
つ
の
出
発
点
と
し
て
、
遅

れ
て
い
る
圃
場
整
備
を
促
進
す
る
た

め
土
地
改
良
区
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
五
十
八
年
以
降
に
中
条
鴨
田

地
区
や
下
条
中
島
地
区
な
ど
数
ヵ
所

を
団
体
営
規
模
で
計
画
し
て
お
り
、

県
圃
の
成
功
に
大
き
な
期
待
を
か
け

て
い
ま
す
。

苗
場
下
段
県
圃
の
経
緯

　
こ
の
苗
場
下
段
地
区
は
、
初
め
国

営
苗
場
開
発
計
画
の
中
で
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
営
事
業

と
し
て
の
着
工
条
件
が
整
わ
な
い
こ

着工を待つ中村工区

と
か
ら
、
水
田
圃
場
整
備
の
遅
れ
を

心
配
す
る
声
が
地
元
で
高
ま
り
、
昭

和
五
十
三
年
に
下
段
の
水
田
地
帯
を

国
営
か
ら
分
離
し
、
県
営
事
業
と
し

て
の
計
画
準
備
が
進
め
ら
れ
、
こ
の

ほ
ど
関
係
受
益
者
の
同
意
（
九
十
一

％
弱
）
を
添
え
、
五
十
七
年
に
着
工

す
る
よ
う
施
行
申
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
事
業
計
画
地
域
は
、
水
沢
か
ら
川

治
に
い
た
る
未
整
備
田
を
中
心
と
す

る
十
七
の
団
地
で
、
受
益
者
は
七
百

七
十
三
名
で
す
。

　
計
画
で
は
、
水
田
の
区
画
整
理
二

百
四
十
六
診
、
暗
き
ょ
排
水
二
百
三

十
四
診
、
客
土
八
十
一
診
、
畑
の
区

画
整
理
十
四
診
な
ど
で
、
水
田
の
区

画
の
大
き
さ
は
標
準
で
三
十
督
区
画

で
す
。
し
か
し
地
形
に
よ
っ
て
は
二

十
督
や
十
督
区
画
も
あ
り
、
三
十
督

未
満
の
区
画
が
全
体
の
六
十
七
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
農
道
や
用
排
水
路
の
整
備
も

併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

事
業
費
及
び
事
業
費
の
負
担

こ
の
事
業
の
全
体
事
業
費
は
約
二

十
五
億
円
で
、
十
”
，
当
り
で
は
平
均

九
十
一
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事

業
費
の
負
担
は
国
、
県
、
市
と
農
家

（
受
益
者
）
で
分
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
県
圃
で
の
国
の
負
担
は
一
般
的
に

は
四
十
五
％
で
す
が
、
苗
場
下
段
地

区
の
場
合
は
「
土
地
改
良
総
合
整
備

事
業
」
と
い
う
制
度
を
と
り
込
む
こ

と
に
よ
り
約
四
十
七
％
と
な
り
、
県

負
担
分
二
十
七
・
五
％
と
市
負
担
分

五
・
五
％
（
県
圃
に
限
る
）
を
加
え

（単位万円）状況

叢
灘
鍬
懲
篠
撫

＋
盤
談
嘆
縫
購
調

償
還
額
は
喜
－
約
二
万
円
ぐ
ら
知
会

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿

鞍
釧
欝
鉾
七
年
見
込
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁

事
業
採
択
と
工
事
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政

論
繍
螺
灘
懸

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 58，818 47，237 80．3％ 44，172 75．1％

総合福祉セン

ター特別会計 2，839 2，829 99．7％ 1，498 52．8％

と畜場事業

特別会計
3，235 3，239 100．1％ 2，058 63．6％

計 64，892 53，305 82．1％ 47，728 82．1％

組合債の状況（単位万円

目的（事業名） 金額

消防庁舎建設事業 8，319

消防施設整備事業 1，741

総合福祉センター
建　設　事　業 3，365

と畜場整備事業 13，985

計 27，410

担金状況
、　　（単位万円）

組合財産
の状況

4，731㎡建物

10万円
基金
公社債

町
り
地

市在
よ

所
村
借

土地

ら
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　
工
事
は
通
年
施
行
（
作
付
を
一
年

間
休
み
工
事
を
す
る
）
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
団
地
ご
と
に
順
次
進
め
ま
す
が

全
部
完
了
す
る
に
は
七
年
間
ぐ
ら
い

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
工
事
を
予
定
し
て
い
る
工
区
は
、

中
村
工
区
（
六
箇
）
、
市
之
沢
工
区

（
水
沢
市
之
沢
）
の
一
部
で
約
二
十

診
で
す
。

＜

市町村別負

中里村

6，898

、12％

＞

・・輔・幟1暫津南町
14，413

24％

川西町
9，372

16％

十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
．

　
　
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

予算執行状況

）％％7
7

69
67

率
率

入
行

収
執（

二
億
八
、
六
九
四
万
円

額済出支

二
億
九
、
五
三
〇
万
円

額済入収

四
億
二
、
三
八
九
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 1億2，510万円

し尿処理施設 3億1，372万円

埋立処分地施設 561万円

清掃運搬施設 290万円

計 4億4，733万円

一『「一
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国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
、
地

域
の
年
金
委
員
さ
ん
に
よ
る
毎
月
集

金
と
一
年
前
納
の
口
座
振
替
（
年
一

回
の
口
座
引
き
お
と
し
）
制
度
で
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
、

口
座
の
毎
月
振
替
（
期
別
引
き
お
と

し
）
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
と
お

り
、
口
座
の
毎
月
振
替
制
度
（
期
別
振

替
）
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
ま
で

に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
昭
和
五
十

七
年
六
月
分
の
保
険
料
か
ら
、
毎
月

ロ
座
の
毎
月
振
替
制
度
を
新
設

　
　
　
　
　
　
実
施
は
57
年
6
月
分
か
ら

振
替
と
な
り
ま
す
．

　
こ
の
毎
月
振
替
制
度
の
新
設
で
、

さ
ら
に
保
険
料
納
入
者
の
利
便
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
保
険
料

の
納
入
に
つ
い
て
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
申
込
み
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
、
年
金
記
号
番
号
の
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
・
保
険
料
領
収
書

な
ど
）
を
、
振
替
希
望
先
の
金
融
機

関
に
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
¶
　
　
璽
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

さ

い
　0

　
　
取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
・
北
越
銀
行
・
大
光
相

互
銀
行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
労
働
金

庫
（
各
十
日
町
支
店
）
・
新
潟
県
信

用
組
合
十
目
町
支
店
及
び
下
条
支
店

十
日
町
市
農
協
本
所
及
び
各
事
業
所

ロ
座
振
替
納
付
へ
の
切
替

　
五
十
七
年
六
月
分
の
保
険
料
か
ら

口
座
振
替
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

準
備
の
都
合
で
四
月
三
十
日
ま
で
に

金
融
機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
月
分
以
降
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
た
日

口
座
振
替
可
能
月

5
月
1
日
～
6
月
14
日

6
月
15
日
～
7
月
14
日

7
月
15
日
～
8
月
14
日

8
月
15
目
～
9
月
14
日

4
月
15
日
～
5
月
14
日

7
月
分
保
険
料
か
ら

8
月
分
　
　
〃

9
月
分
　
　
〃

10
月
分
　
　
〃

6
月
分
保
険
料
か
ら

保
険
料
額

　
五
十
七
年
四
月
か
ら
定
額
保
険
料
が

一
ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円
に
な
り
ま

す
。
付
加
保
険
料
は
一
ヵ
月
四
千
円

で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は
市
民
生
活
課
年
金
係

（
猛
七
－
三
一
二
番
内
線
二
一
八
）

　
韓
難
捧
…
凄
皿
覇
癒
涜
灘
蕪
薫
い
＾
・
換
馨
譲
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尉
鞭
幽
隔
会
睡
肱
鵡
）

　
．
こ
贈
答
用
品
な
ど
を
は
じ
め

ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
商
品
が

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
ド
ン
ド
ン
持
寄
っ

て
交
換
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

〔
お
持
ち
込
み
の
受
付
∀

　
三
月
二
十
日
正
午
か
ら

　
交
換
・
販
売
会
場
に
て

提
供
品
に
は
相
当
額
の
共
通
商

品
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

○
益
金
は
社
会
福
祉
事
業
へ

κ
い
羅
鍍
、

水
資
源
の
供
給

◎
と
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
三
月
二
十
一
日
旧

　
　
午
前
十
時

　
　
　
　
～
午
後
五
時

◎
と
こ
ろ

　
本
町
三

　
“
ま
る
せ
ん
会
館
”

　
（
旧
小
島
百
貨
店
跡
）

※
売
り
切
れ
次
第
閉
店
い
た

　
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
〃
”

銃砲刀剣類の登録手続き

　
銃
砲
刀
剣
類
の
発
見
届

出
を
さ
れ
て
、
そ
の
登
録

を
受
け
引
き
続
き
所
持
を

希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
県

の
教
育
委
員
会
が
開
催
す

る
つ
ぎ
の
登
録
審
査
会
で

登
録
手
続
き
を
行
い
「
銃

砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
登
録
証
ま
た
は
県

公
安
委
員
会
交
付
の
所
持
許
可
証
の

い
ず
れ
か
が
な
い
と
銃
砲
刀
剣
類
は

所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
●
審
査
会
日
程

　
四
月
十
五
日
困
、
七
月
十
五
日
困

　
九
月
十
六
日
困
、
十
二
月
十
五
日
困

　
二
月
十
五
日
図

　
●
会
場
（
時
間
）

　
　
長
岡
市
厚
生
会
館
第
一
小
ホ
ー

　
ル
（
大
手
通
一
丁
目
）
に
て
、
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時

　
●
持
参
す
る
も
の
…
…
銃
砲
刀
剣

類
、
発
見
届
出
受
理
証
、
登
録
手
数

料
（
四
千
五
百
円
）
、
印
鑑

　
●
問
い
合
わ
せ
は
、
県
教
育
庁
文

化
行
政
課
へ
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金

第
四
期
納
期
限
は
三
月
三
十
一
日

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
制
度

も
今
年
度
で
三
年
を
経
過
し
、
受
益

者
の
皆
さ
ん
か
ら
負
担
金
の
納
付
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
第
四
期
分
の
納
期
は

三
月
十
六
日
～
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
於
け
　
　
極
め
て
厳

　
る
水
供
給
の
現
状
　
し
い
と
い
わ

れ
る
、
私
達
の
ま
ち
の
水
供
給
の
現

状
に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
用
途
別
の
水
源
を
み
る
と
、

生
活
用
水
は
、
一
〇
〇
％
地
下
水
に

依
存
し
て
、
毎
日
、
二
万
四
千
、
m
（
以

下
五
十
四
年
度
実
績
）
の
水
を
地
下

か
ら
汲
み
あ
げ
、
私
達
の
生
活
の
為

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
用
水
に
つ
い
て
も
、
一
〇
〇

％
近
く
が
、
地
下
水
に
よ
り
賄
な
わ

れ
て
お
り
、
日
量
に
し
て
“
万
二
千

㎡
の
地
下
水
が
産
業
活
動
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
水
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

地
表
水
で
す
が
、
信
濃
川
沿
を
中
心

に
、
日
量
一
万
一
千
二
百
二
十
、
m
の

地
下
水
が
か
ん
が
い
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
、
克
雪
都
市
づ
く
り
に
、

欠
く
事
の
出
来
な
い
流
消
雪
用
水
は
、

国
県
、
市
道
に
布
設
さ
れ
た
四
十
一

㎞
の
消
雪
。
ハ
イ
プ
を
は
じ
め
、
工
業

用
、
自
家
等
の
消
雪
用
と
し
て
、
目

量
五
万
二
千
㎡
の
地
下
水
が
使
わ
れ

用途別主要水源

　　　源

用途

地表水 地下水

生活用水 ○

工業〃 ○

農業 ○ ○

昭
和
57
年
度
市
民
体
育
館
（
平
日
・
昼
間
）
の
長
期
利
用
団
体
の
申
込
み
受
付
中
！
（
体
育
館
盈
七
－
五
二
〇
八
番
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
（

る
一
方
、
流
雪
溝
は
、

源
と
し
て
、

が
揚
水
さ
れ
、

シリーズ

　No，12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
表
水
を
水

　
　
　
　
　
田
川
か
ら
毎
分
十
八
㎡

　
　
　
　
　
　
市
街
地
の
除
雪
に
威

力
を
発
揮
し
て
い
る
ほ
か
、
農
業
用

水
路
や
側
溝
を
、
流
雪
溝
と
し
て
多

目
的
に
活
用
し
地
表
水
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
用
途
別
の
水
源
状
況
か
ら
お
わ
か

り
の
通
り
、
毎
日
の
く
ら
し
や
、
産

業
活
動
の
基
で
あ
る
．
生
活
、
工
業

用
水
が
全
て
地
下
水
で
あ
り
、
十
β

町
市
の
都
市
機
能
は
、
地
下
水
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
重
要
な
地
下
水
は
、

年
々
、
水
位
低
下
や
、
枯
渇
井
戸
が

増
え
る
等
、
地
下
水
障
害
が
顕
著
と

な
り
、
昨
年
度
、
通
産
省
が
実
施
し

た
地
下
水
利
用
適
正
化
調
査
に
よ
り
、

冬
期
間
、
市
街
化
地
域
に
於
い
て
、

安
全
揚
水
量
を
、
目
量
、
三
万
二
千

百
㎡
も
超
え
て
過
剰
に
揚
水
さ
れ
、

現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
す
れ
ば
、

地
下
水
障
害
と
し
て
重
大
な
結
果
を

招
く
事
が
指
摘
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、

万
一
、
地
下
水
が
枯
掲
す
る
と
す
れ

ば
－
…
、
想
像
す
る
だ
け
で
、
背
筋

が
凍
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
一
方
、
地
表
水
に
つ
い
て
も
、
日

本
一
の
大
河
信
濃
川
も
、
私
達
に
と

っ
て
は
、
必
要
な
時
は
、
水
無
し
川

で
あ
り
、
水
を
め
ぐ
る
厳
し
い
現
状

が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
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昭
和
五
十
七
年
度

能
力
再
開
発
…
訓
練
生
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
－
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
ー

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

転
職
を
希
望
さ
れ
る
人
、
離
職
さ
れ

た
人
を
対
象
に
訓
練
生
を
次
の
要
項

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
す
る
訓
練
科

　
o
木
工
○
建
築
o
左
官
○
建
設
○

配
管
科
の
五
科
。
定
員
は
い
ず
れ
の

科
も
十
名
。
入
校
日
は
四
月
で
期
間

は
一
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
訓
練
中
の
特
典

　
O
授
業
料
は
無
料
で
す
。

　
口
実
習
用
器
工
具
等
は
貸
与
し
ま

　
す
。

　
日
生
活
を
保
障
を
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

■
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
盈

〇
二
五
七
九
四
ー
二
四
一
〇
番
）
ま

た
は
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

（
B
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ
。

第12期
　　　婦人電気教室

募集中です

◆期間　4月～10月　（7回コース〉

◆日寺間　　13二30～16：00

◆内容　電気の知識、修理実習、上手な使い方、電気料

　　　　金、新潟火力（発）見学、料理実習

◆受構料　1，000円　◆定員　40名（3月末日〆切）

◆申込先　東北電力㈱十日町営業所サービス係

　　　　　　　　　　　　　　盈2－3107

　　　※ご近所、お友達とご一緒に是非申込みを！／

ご＝限定出版＿
●型式　A4判1，200ぺ一ジ
　　　　（上製本ケース付）

●内容　昭湘56年12月までの市
　報とおかまち・お知らせ版の
　全てを集録。年次別、事項別
　索引、年表付

●価格　3，800円

　　　　（予約価格3，500円）

◆◆◆明日の親のための講座◆◆◆

新婚さん　　、
婚約さんいりつしゃい

回数 月／日（曜） 内　　　　　　容 講　　　　師

7 3／22（月） 生活設計のすすめ 　県立女子短大

浅妻康二先生

8 3／25休） 　家庭とは
家庭内のコミュニヶ一ション

　兵庫教育大
俵谷正樹先生

■時間／夜7時～9時　■会場／十目町市公民館（本館）

■受講料無料

56市民大学講座

　考えてますか老後の問題
～いつかくる道高齢化社会の生き方を問う～

騰 月／目（曜〉 内　　　　　容 講　　　　　師

3 3／19囲 女の老後を考える
～老後は余生ではない～

評論家東海大講師

島田とみ子先生

4
3／29（月）

　私と地域の
　　老後問題
（パネルディスカッション）

～今考えなければ
　ならないこと～

宗教家保護司小林賢秀さん

山口医院　山口和子さん

主　婦　星名チイさん
ボランティア高梨泰子さん

　司会　公民館長

発行せまる
市報
とおかまち

　　　　　　z

市D報
とおかまち

　縮刷版・

向～勘／

　金遺いが

荒くなっては

いませんか

■時間／夜7時～9時　■会場／十日町市公民館
■受講料無料

※2／25お知らせ版（7P）と内容が変っています．

～一家の座右にぜひ一冊～
　
｝『

（内線lll）

市役所総務部総務課

　　企画広報係・

購簗i欝穿
4
触
2
噺

脛
擁

、‘き麟塁，顛

青少年育成十日町市民会議

1管）麟群
〆学校の成績
が目立って悪く

なってはいま
＼　せんか

〆
身

の回りの　　　　夕食時に　　　　　変な友達が＼

品物にも目を　．空腹を訴えない　　ウロウロ亙たり
　配りま　　　　ことがありま　　　妙な電話が
　しょう　　　　　せんか　　　　　かかってき
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんかノ

変・・た服装

をするように

なってはいま

　せんか

飲酒、喫煙

はしていま

　せんか

　読む物が

変って来ては

いませんか

非
行
の
兆
し
を
家
庭
で
チ
ェ
ッ
ク
！

■人生の経験者としての親の暖かい目で絶えず観察を続け、兆しを

続みとりましょう。“補導されてから叩いても既に遅いのです、、

青少年育成のために寄付司
～プレーコーナーロビンフット～　　　1

寄付する根津さん（写真左）と

　　　　　　　　田辺さん（同右）

「プレーコーナーロビンフット」（㈱

ホクエー代表取締役長谷川弘さん）

ではこのほど青少年育成のため青少

年育成市民会議（会長田辺要蔵）に

27，800円を寄付されました。
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十
日
町
市
税
条
例
な
ど
が
一
部
改

正
さ
れ
、
前
納
報
奨
金
や
督
促
手
数

料
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
税
前
納
報
奨
金
の
改
正

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
市
県
民
税
と
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
の
交
付
対
象
は
、
第
一
期
の

納
期
限
ま
で
に
、
第
二
期
～
四
期
ま

で
の
税
額
を
全
額
納
入
し
た
場
合
に

だ
け
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
前
納
報
奨
金
の
計
算
の
仕
方
は

　
前
納
報
奨
金
H
第
二
期
の
税
額
×

千
分
の
五
×
12
月
（
二
期
～
四
期
分

ま
で
の
前
納
月
数
の
合
計
）
と
な
り

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
年
税
額
十
万
円
の
場

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
二
万
五
千
円
（
第
二
期
分
の
税
額
）

×
千
分
の
五
×
12
月
H
千
五
百
円

　
た
だ
し
、
計
算
し
た
報
奨
金
が
三

十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
三
十
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。
ま
た
、
計
算
し

た
報
奨
金
額
が
百
円
未
満
の
場
合
と

百
円
未
満
の
端
数
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

国
民
健
康
保
険
料
は

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
第
二
期
の
保
険
料
を
第
一
期

の
納
期
限
ま
で
に
前
納
し
た
場
合
と
、

第
四
期
か
ら
第
六
期
ま
で
の
保
険
料

を
第
三
期
の
納
期
限
ま
で
に
全
額
納

付
し
た
場
合
に
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
税
の

場
合
と
同
様
で
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

　
前
納
報
奨
金
も
改
正

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
侵
つ

い
て
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
五
年
（
二

十
回
）
分
割
で
納
付
さ
れ
て
お
り

前
納
報
奨
金
は
、
い
つ
の
時
点
で
の

納
付
で
も
交
付
対
象
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
五

十
七
年
度
中
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

第
一
期
の
納
期
限
ま
で
に
五
十
七
年

ふるさとの旬の料理⑫

　身欠鯨甘煮
材料（4人分）　　　調理法
身欠鯨（生干）…5009　①身欠鯨はよく乾いたもの

砂糖一…ご一…1009　　なら米のとぎ汁に，1晩つ

醤油一………一一C去　　けて翌日よく水にさらし

とうがらし‘一一1本　て2～3時間して渋味を
酒…一…・…・……・C青　　ぬいてからつかう。生干

水あめ一一…一…・大1　はよく洗って油やけして

　　　　　　　　　　　いるのは、さっと熱湯を

　　　　　　　　　　　くぐらせる。

②①を1本のまま鍋に入れたっぶりの水に分量の酒

　を加え1～2時間弱火で煮る。

③②に分量の音の砂糖、とうがらし1本をそのまま

　加え1時間ぐらい煮る。

④③にのこりの砂糖、醤油、水あめを加えてまた1

　時間以上とろ火で煮ふくめる。

　身欠鯨の酢びたし
材料（5人分）　　　　調埋法

みがき練……一…5本①生干の身欠鯨をよく洗っ

針しょうが………大2　　て3コ～4コに切り・と

酢………………・・も大3　　ぎ水でさっとゆでるか・

砂糖……………大1者　　むし器で3～4分むす・

醤油………………大3　②酢、砂糖、醤油で合せ酢

　　　　　　　　　　　をf乍り、金十しょうカミをカロ

えて①をつけ込む。1晩位たつと味がしみておいし
くなる。　　　　　（郷土料理研究会　いろり会〉

　　　　構マ蹄
撫うと…

気“なゐもの
」
風
誉
十
こ
の
霞
「
鼻
に

8
る
と
葵
に
ぽ
を
の
．
．
．
．

　
　
　
⑫
灘

”
綜

癖
麟

、
薩

慧

盆
あ
付

　
　
　
（
勾
－
．

　
　
　
　
o
ー

　
　
　
　
づ
　
　
）

　
　
　
　
　
撃

緬
　
　
、

度
分
の
負
担
金
を
全
額
納
付
し
た
場

合
と
五
十
七
・
五
十
八
年
度
分
の
負

担
金
の
全
額
を
合
わ
せ
て
納
付
し
た

．
場
合
に
だ
け
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
交
付
さ
れ
る
額
は
、

　
第
二
期
の
負
担
額
×
千
分
の
五
（
二

百
分
の
一
）
×
前
納
月
数
の
合
計
で

計
算
さ
れ
た
額
で
す
．
た
だ
し
、
そ

の
額
が
百
円
未
満
の
場
合
と
百
円
未

満
の
端
数
が
交
付
さ
れ
な
い
の
は
市

税
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
　
督
促
手
数
料
も

　
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
な
ど
の
督
促

手
数
料
が
、
五
十
七
年
度
の
賦
課
分

か
ら
一
件
五
十
円
か
ら
百
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
納
報
奨
金
や
督
促
手
数
料
な
ど

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
税
務
課

管
理
収
納
係
（
奮
七
i
三
一
一
一
番

内
線
二
〇
六
）
か
下
水
道
課
管
理
係

（
内
線
二
五
七
）
へ
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
金
沢
久
子
（
峠
）
　
一
万
円

▼
太
田
貞
二
（
南
鐙
坂
）
　
一
万
円

▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
六
千
四
百
六

十
一
円
　
▼
中
央
ク
ラ
ブ
（
会
長
小

林
啓
次
）
　
八
千
七
百
十
九
円
　
▼

十
日
町
家
政
専
修
学
校
　
一
万
八
千

四
百
六
十
六
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
　
千
円
　
▼
た
き
み
や
シ
ー
ト

店
（
高
田
町
三
南
）
　
三
千
円
　
▼

し

中
在
家
・
市
之
沢
老
人
ク
ラ
ブ
ニ
千

円
　
▼
高
橋
美
容
院
外
　
千
円
　
▼

シ
ー
ジ
ー
シ
新
潟
本
部
　
車
椅
子
二

台
　
▼
匿
名
（
中
条
病
院
）
　
シ
ヤ

ン
プ
i
、
リ
ン
ス
各
十
本

　
交
通
遺
児
・
交
通
安
全
施
設
へ

　
▼
サ
ー
ク
ル
ア
ル
フ
ァ
i
（
代
表

田
川
直
樹
）
　
一
万
円
　
▼
村
山
喜

美
子
（
美
雪
町
三
）
　
三
万
円

　
羽
根
川
荘
へ

　
▼
樋
口
長
一
郎
（
西
浦
西
）
　
エ

巡
回
内
職
相
談
・
市
民
相
談
室

　
三
月
十
九
日
（
金
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

ア
ポ
ッ
ト
ニ
個

　
香
典
返
し

　
▼
八
島
勉
（
田
川
町
）
　
五
万
円

▼
尾
身
芳
松
（
馬
場
四
）
　
一
万
円

▼
関
口
貞
作
（
山
本
三
）
　
一
万
円

▼
渡
辺
芳
男
（
稲
荷
町
三
本
通
り
）

十
万
円
　
▼
古
沢
英
男
（
北
鐙
坂
二
）

五
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午
後

四
時
　
上
新
田
第
一
、
廿
日
城
、
下

条
栄
町
▼
三
月
二
十
五
日
困
午

前
九
時
～
午
後
一
時
　
四
日
町
第
一

第
三
、
第
四
の
各
一
部
、
四
日
町
第

二
の
全
部
　
▼
三
月
二
十
九
日
㈲

正
午
か
ら
午
後
四
時
ま
で
　
仙
之
山

平
、
漉
野
、
二
子
、
願
入
、
塩
野

　
　
あ
と
が
き

　
○
昨
年
の
三
月
八
日
現
在
の
積
雪

は
三
五
〇
㎝
、
今
年
は
⊥
3
の
一
二
一

㎝
で
す
。
異
常
豪
雪
の
体
験
の
中
か

ら
、
克
雪
都
市
宣
言
、
雪
処
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
克
雪
フ
ェ
ア
の

開
催
、
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計

画
の
策
定
な
ど
、
一
歩
づ
つ
着
実
な

克
雪
の
歩
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■市勢／世帯数12，097／推計人ロ…49，267人（男24，080人・女25，187人）※基本台帳人ロ49，821人（1月1日現在）


